
1　嵯峨朝における新楽府受容をめぐって

嵯
峨
朝
に
お
け
る
新
楽
府
受
容
を
め
ぐ
っ
て

後

藤

昭

雄

一

以
前
に
興
膳
宏
氏
に
よ
っ
て
、
嵯
峨
朝
の
詩
に
白
居
易
の
新
楽
府
の

受
容
が
見
ら
れ
る
と
い
う
論
が
提
示
さ
れ
た（
１
）。
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
の
は
『
文
華
秀
麗
集
』
巻
下
所
収
の
三
首
（
七
言
律
詩
）
で
あ
る
。

�（
２
）	

‌�

冷
然
院
に
各
お
の
一
物
を
賦
し
「
澗
底
の
松
」
を
得
た
り　
　

�
嵯
峨
天
皇

�	
‌�

冷
然
院
に
各
お
の
一
物
を
賦
し
「
曝
布
の
水
」
を
得
た
り　

製
に
応
ふ�

桑
原
腹
赤

�	
‌�

冷
然
院
に
各
お
の
一
物
を
賦
し
「
水
中
の
影
」
を
得
た
り　

製
に
応
ふ�

桑
原
広
田
麻
呂

嵯
峨
天
皇
の
御
製
と
天
皇
の
命
に
応
え
た
侍
臣
の
作
と
で
、
君
臣
唱

和
の
典
型
で
あ
る
。
内
容
は
嵯
峨
の
別
業
冷
然
院
の
景
物
を
対
象
と
し

た
詠
物
の
詩
で
あ
る
（
以
下
「
冷
然
院
詠
物
詩
」
と
い
う
）。

こ
れ
ら
の
詩
に
つ
い
て
、
興
膳
氏
は
新
楽
府
を
受
容
し
た
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
。
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
�
は
「
澗
底
松
」、

�
は
「
繚
綾
」、
�
は
「
昆
明
春
」
で
、
具
体
的
に
は
、
�
は
「
澗
底

松
」
と
い
う
詩
題
と
詩
に
用
い
ら
れ
た
「
蒼
蒼
」
と
い
う
語
が
一
致
す

る
。
�
は
滝
の
流
れ
を
布
に
な
ぞ
ら
え
る
の
は
白
居
易
詩
が
織
物
を

「
応
に
天
台
山
上
明
月
の
前
、
四
十
五
尺
の
瀑
布
泉
に
似
た
る
べ
し
」

と
形
容
す
る
の
を
逆
転
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
�
は
「
水
中
の
影
」
を

詠
む
が
、
こ
れ
は
昆
明
池
を
詠
じ
た
「
昆
明
春
」
の
「
影
は
南
山
を
浸

し
て
青
滉こ
う

瀁よ
う

た
り
」
を
借
り
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
指
摘

し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
私
は
�
は
詩
題
の
一
致
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

「
蒼
蒼
」
は
語
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
意
味
が
異
な
る
（
一
方
は
古
松

の
木
肌
の
黒
味
を
帯
び
た
青
、
他
方
は
天
の
意
）。
�
は
滝
を
布
に
見
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立
て
る
発
想
は
「
曝（
瀑
）布
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
が
持
つ
も
の
で

あ
り
、
ま
た
早
く
腹
赤
の
詩
の
表
現
の
典
拠
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（
３
）
孫そ
ん

綽し
ゃ
くの

「
天
台
山
賦
」（『
文
選
』
巻
一
一
）
に
見
え
て
お
り
、
あ
え
て
白

居
易
詩
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
。
�
の
水
に
映
る
物
の
影
を
詠
む
こ

と
は
『
文
選
』
や
『
芸
文
類
聚
』
所
収
の
六
朝
詩
に
す
で
に
あ
る
も
の

で
、
白
居
易
詩
に
独
自
の
視
点
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
を
論
拠
と
し

て
興
膳
氏
の
指
摘
は
認
め
が
た
い
と
述
べ
た（
４
）。

最
近
、
新
間
一
美
氏
は
「
嵯
峨
朝
詩
壇
に
お
け
る
中
唐
詩
受
容
」
と

い
う
論
文
を
発
表
し
た（
５
）。

拙
論
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
私
は
前
稿
に
は
手
落
ち
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。
新

間
氏
は
興
膳
氏
の
論
を
認
め
る
と
い
う
立
場
で
、
そ
の
根
拠
は
詩
題
と

し
て
の
「
澗
底
松
」
お
よ
び
三
字
題
の
一
致
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
よ

う
に
冷
然
院
詠
物
詩
は
「
澗
底
松
」「
曝
布
水
」「
水
中
影
」
と
三
字
の

題
で
あ
り
、
新
楽
府
も
多
く
が
「
澗
底
松
」
の
よ
う
に
三
字
題
で
あ
る

が
、
こ
の
一
致
に
つ
い
て
も
興
膳
氏
は
注
目
の
要
を
促
し
て
い
た
。

「
実
は
こ
の
三
字
の
詩
題
が
、
平
安
朝
漢
詩
人
た
ち
に
人
気
を
博
し
た

白
居
易
の
「
新し
ん

楽が

府ふ

」
五
十
首
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る（
６
）」。

こ
れ
を
承
け
て
、
新
間
氏
は
「
興
膳

説
が
三
字
題
に
注
意
を
向
け
て
い
る
こ
と
は
や
は
り
重
要
で
あ
る
」、

ま
た
「
冷
然
院
の
こ
の
三
首
も
す
べ
て
三
字
題
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

「
澗
底
松
」
が
新
楽
府
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
致
に
基
づ
き
、

三
字
題
は
、
新
楽
府
の
傾
向
に
倣
っ
た
と
考
え
て
良
い
と
思
う
の
で
あ

る（
７
）」

と
述
べ
、
三
字
題
の
一
致
を
重
要
視
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
同
じ

く
『
文
華
秀
麗
集
』
所
収
の
「
河
陽
十
詠
」
も
三
字
題
で
あ
る
が
、
新

間
氏
は
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
も
新
楽
府
を
受
容
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
よ
う
と
い
う
。

先
の
興
膳
論
に
疑
問
を
呈
し
た
前
稿
は
こ
の
三
字
題
と
い
う
問
題
を

看
過
し
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ

を
重
視
す
る
新
間
論
も
提
出
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。

二

新
間
論
が
新
た
に
挙
げ
た
「
河
陽
十
詠
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。『
文
華
秀
麗
集
』
巻
下
に
「
河
陽
十
詠
」
の
大
題
の
も
と
に
詠
ま

れ
た
嵯
峨
御
製
お
よ
び
藤
原
冬
嗣
ら
五
人
の
侍
臣
の
奉
和
詩
、
合
わ
せ

て
十
四
首
（
七
言
絶
句
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
三
字
の
小

題
に
拠
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
嵯
峨
の
作
を
例
に
す
る
と
「
河
陽
花
」

「
江
上
船
」「
江
辺
草
」「
山
寺
鐘
」
の
四
首
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
詩
題

に
よ
っ
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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河
陽
花　

嵯
峨
天
皇
、
藤
原
冬
嗣

江
上
船　

嵯
峨
天
皇
、
仲
雄
王
、
朝
野
鹿
取

江
辺
草　

嵯
峨
天
皇

山
寺
鐘　

嵯
峨
天
皇
、
仲
雄
王
、
滋
野
貞
王

故
関
柳　

藤
原
冬
嗣

五
夜
月　

良
岑
安
世

水
上
鷗　

仲
雄
王
、
朝
野
鹿
取

河
陽
橋　

仲
雄
王

十
種
の
小
題
の
う
ち
、
八
題
の
詩
が
残
る
。

河
陽
は
本
来
中
国
の
地
名
で
、
現
在
の
河
南
省
の
黄
河
に
沿
っ
た
孟

県
の
辺
り
で
あ
る
。
晋
の
文
人
潘
岳
が
県
令
と
な
り
県
中
に
桃
の
木
を

植
え
た
こ
と
で
有
名
に
な
り
、
詩
文
に
賦
さ
れ
た
。
嵯
峨
朝
に
は
淀
川

沿
い
の
山
崎
（
京
都
府
大
山
崎
町
）
を
こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
和
製
の
河

陽
が
創
出
さ
れ
た
。
嵯
峨
天
皇
を
初
め
官
人
ら
が
し
ば
し
ば
出
遊
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
詠
詩
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。「
河
陽
十
詠
」

は
こ
う
し
た
な
か
で
作
ら
れ
た
詩
群
で
あ
る
。
上
記
の
詩
題
か
ら
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
河
陽
の
景
物
を
詠
じ
た
叙
景
詠
物
詩
で
あ
り
、

先
の
冷
然
院
詠
物
詩
と
類
似
す
る
。

こ
れ
ら
「
河
陽
十
詠
」
そ
し
て
先
述
の
冷
然
院
詠
物
詩
は
い
ず
れ
も

三
字
の
詩
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
白
居
易
の
新
楽
府
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
と
い
う
。
新
楽
府
を
見
て
み
よ
う
。

新
楽
府
は
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
四
を
占
め
る
五
十
首
の
連
作
で
あ

る
が
、
確
か
に
多
く
が
三
字
題
で
あ
る
。
九
首
を
除
く
四
十
一
首
が
そ

う
で
あ
る
が
、
煩
を
厭
わ
ず
挙
げ
て
み
よ
う
。

七
徳
舞
、
法
曲
歌
、
二
王
後
、
海
漫
漫
、
立
部
伎
、
華
原
磬
、
胡
旋

女
、
太
行
路
、
司
天
台
、
城
二
塩
州
一
、
道
州
民
、
弾
二
五
絃
一
、
蛮

子
朝
、
驃
国
楽
、
縛
戎
人
、
驪
宮
高
、
百
錬
鏡
、
両
朱
閣
、
西
涼
伎
、

八
駿
図
、
澗
底
松
、
牡
丹
芳
、
紅
線
毯
、
杜
陵
叟
、
売
レ
炭
翁
、
母

別
レ
子
、
陰
山
道
、
時
世
粧
、
李
夫
人
、
陵
園
妾
、
塩
商
婦
、
杏

為
レ
梁
、
紫
毫
筆
、
隋
堤
柳
、
草
茫
茫
、
古
塚
狐
、
黒
潭
竜
、
天

可
レ
度
、
秦
吉
了
、
鵶
九
剣
、
采
詩
官
。

『
文
華
秀
麗
集
』
の
十
七
首
と
こ
の
四
十
一
首
の
題
を
見
比
べ
て
み

て
、
共
に
三
字
題
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
私
は
異
質

な
も
の
と
い
う
感
じ
を
ど
う
し
て
も
拭
い
切
れ
な
い
。『
文
華
秀
麗

集
』
詩
は
冷
然
院
お
よ
び
河
陽
と
い
う
あ
る
特
定
の
空
間
の
、
自
然
の

な
か
の
景
物
を
題
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
が
、

題
は
す
べ
て
名
詞
句
で
あ
る
。
訓
読
す
れ
ば
「
河
陽
の
花
」
の
よ
う
に

「
○
○
の
○
」
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。
新
楽
府
の
な
か
で
こ
れ
と
同

じ
も
の
は
「
澗
底
の
松
」「
牡
丹
の
芳は
な

」「
隋
堤
の
柳
」
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

今
は
詩
の
内
容
は
考
慮
の
外
に
お
い
て
三
文
字
が
表
現
す
る
も
の
と
考
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え
れ
ば
、「
太
行
の
路
」「
陰
山
の
道
」
も
数
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
な
お

「
河
陽
十
詠
」
に
「
山
寺
の
鐘
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
物
と
し
て
の
梵

鐘
で
は
な
く
、
聞
こ
え
て
く
る
鐘
の
音
を
自
然
界
の
一
点
景
と
し
て
詠

む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
物
そ
の
も
の
を
対
象
と
す
る
「
華
原
の
磬け
い

」
や

「
紫
毫
の
筆
」
な
ど
と
は
異
な
る
。
他
は
「
胡
旋
の
女
」「
道
州
の
民
」

「
陵
園
の
妾
」
な
ど
人
物
が
多
い
、
ま
た
「
塩
州
に
城き
づ

く
」「
母
、
子
に

別
る
」
な
ど
（
先
掲
の
原
文
に
返
り
点
を
付
し
た
）
は
動
詞
句
で
あ
る

な
ど
、『
文
華
秀
麗
集
』
詩
の
題
と
は
大
き
く
異
な
る
。
新
楽
府
に
は

こ
の
よ
う
な
『
文
華
秀
麗
集
』
の
詠
物
詩
の
題
と
は
異
質
な
も
の
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
考
え
な
く
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
印
象
批
評
を
連
ね
て
も
論
に
は
な
ら
な
い
。

確
か
な
論
証
が
必
要
で
あ
る
。

三

『
文
華
秀
麗
集
』
詩
の
三
字
題
の
先
蹤
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
冷

然
院
詠
物
詩
か
ら
考
え
て
い
こ
う
。
同
じ
三
字
題
で
あ
る
が
、「
河
陽

十
詠
」
と
は
由
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
。
別
々
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

冷
然
院
詠
物
詩
の
先
蹤
は
初
唐
詩
に
あ
る
。
直
接
に
は
『
翰
林
学
士

集
』
で
あ
る
。
本
書
は
唐
の
太
宗
と
そ
の
周
囲
に
あ
っ
た
宮
廷
詩
人
た

ち
の
詩
を
集
め
た
詩
集
で
あ
る
。「
翰
林
学
士
集
」
は
通
称
で
、
本
来

の
書
名
は
未
詳
で
あ
る
が
、
作
者
の
一
人
、
許
敬
宗
の
詩
集
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
８
）。
名
古
屋
の
真
福
寺
に
伝
わ
る
「
集

巻
第
二
」
の
残
巻
が
唯
一
の
伝
本
で
、
中
国
選
述
の
書
物
で
日
本
に
の

み
遺
存
す
る
、
い
わ
ゆ
る
佚
存
書
の
一
つ
で
あ
る
。

本
書
に
は
十
三
の
詩
群
の
合
計
五
十
一
首
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
取
り

上
げ
る
べ
き
も
の
は
二
つ
の
詩
群
で
あ
る
。
ま
ず
延
慶
殿
侍
宴
応
詔
詩

四
首
か
ら
見
て
い
こ
う
。
そ
の
詩
題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る（
９
）。

 

１�

五
言
侍
宴
延
慶
殿
同
賦
別
題
得
阿
閣
鳳
応
詔
幷
同
上
三
首
幷
御
詩

賦
得
残
花
菊　

太
宗
文
皇
帝

 

２�

賦
得
寒
叢
桂
応
詔　

司
徒
趙
国
公
臣
長
孫
無
忌
上

　

‌�

賦
し
て
「
寒
叢
桂
」
を
得
た
り
。
詔
に
応
ふ
。　

司
徒
・
趙
国

公
臣
長ち
ょ
う

孫そ
ん

無む

忌き

上
た
て
ま
つ

る
。

 

３�

賦
得
阿
閣
鳳
応
詔　

銀
青
光
禄
大
夫
行
右
庶
子
高
陽
県
開
国
男
弘

文
館
学
士
臣
許
敬
宗
上

　

‌�

賦
し
て
「
阿
閣
の
鳳
」
を
得
た
り
。
詔
に
応
ふ
。　

銀
青
光
禄

大
夫
・
行
右
庶
子
・
高
陽
県
開
国
男
・
弘
文
館
学
士
臣
許
敬
宗

上
る
。

 

４�

賦
得
凌
霜
雁
応
詔　

秘
書
郎
弘
文
館
直
学
士
臣
上
官
儀
上
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‌�

賦
し
て
「
霜
を
凌
ぐ
雁
」
を
得
た
り
。
詔
に
応
ふ
。　

秘
書

郎
・
弘
文
館
直
学
士
臣
上
官
儀
上
る
。

１
は
全
部
に
懸
か
る
詩
題
で
あ
る
が
、
特
異
な
書
き
方
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
訓
読
し
て
説
明
す
る
。

五ａ
言
。
延
慶
殿
に
侍
宴
し
、
同と
も

に
別
題
を
賦
し
て
「
阿
閣
の
鳳
」

を
得
た
り
。
詔
に
応
ふ
。ｂ
幷あ
わ

せ
て
同
上
三
首
。
幷ｃ
せ
て
御
詩
、
賦

し
て
「
残
花
の
菊
」
を
得
た
り
。　

太
宗
文
皇
帝

ａ
「
延
慶
殿
」
は
洛
陽
の
宮
城
の
宮
殿
。
延
慶
殿
で
行
わ
れ
た
宴
に

侍
り
、
太
宗
の
命
に
応
え
て
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
で
詩
を
賦
し
た
。
私
は

「
阿
閣
の
鳳
」
の
題
で
賦
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
当
た
る

の
は
３
の
許
敬
宗
詩
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
詩
題
は
許
敬
宗
の
立
場
で

書
か
れ
て
い
る
。
ｂ
の
同
上
三
首
は
２
、
３
、
４
の
詩
を
い
う
。
ｃ
に

「
御
詩
」、
１
の
太
宗
の
詩
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
太
宗
は

「
残
花
の
菊
」
の
題
で
賦
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
四
首
は
太
宗
が
延
慶
殿
に
催
し
た
詩
宴
に
お
け
る
太
宗
の
御
製

と
侍
し
た
長
孫
無
忌
、
許
敬
宗
、
上
官
儀
の
応
詔
詩
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
詩
が
作
ら
れ
た
状
況
は
冷
然
院
詠
物
詩
の
そ
れ
と
じ
つ
に
よ
く
似

て
い
る
。
共
に
皇
帝
の
主
宰
す
る
詩
宴
に
お
い
て
、
皇
帝
が
自
ら
詩
を

賦
し
、
侍
臣
も
そ
の
命
に
応
え
て（
（1
（

詠
む
。
肝
心
の
詩
題
で
あ
る
が
、
こ

の
延
慶
殿
侍
宴
詩
も
三
字
題
で
あ
る
。
字
数
が
同
じ
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
内
容
が
景
物
を
詠
む
も
の
で
あ
る
点
も
、
さ
ら
に
各
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
題
を
分
か
ち
取
る
と
い
う
方
法
ま
で
も
一
致
す
る
。
冷
然
院
詠
物

詩
は
、
こ
の
延
慶
殿
侍
宴
詩
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
学
び
取
っ
て
、
嵯

峨
朝
の
宮
廷
に
お
い
て
再
現
し
た
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。

唯
一
異
な
る
の
は
、
一
方
が
七
言
で
他
方
が
五
言
で
あ
る
こ
と
だ
け
で

あ
る
。

ど
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
の
か
、
例
と
し
て
太
宗
の
「
残
花
の
菊
」
を

挙
げ
て
お
く
。

階
蘭
凝
曙
霜　

階
の
蘭
は
曙
霜
に
凝
り

岸
菊
照
晨
光　

岸
の
菊
は
晨
光
に
照
る

露
濃
稀
晩
笑　

露
濃
や
か
に
し
て
晩
笑
稀
に

風
勁
浅
残
香　

風
勁つ
よ

く
し
て
残
香
浅
し

細
葉
凋
軽
翠　

細
葉
は
凋し
ぼ

み
て
翠
を
軽
ん
じ

円
花
飛
砕
黄　

円
花
は
飛
び
て
黄
を
砕
く

還
将
今
歳
影　

ま
た
今
歳
の
影
を
将も

つ
て

復
結
後
年
芳　

復
び
後
年
の
芳
を
結
ば
む

も
う
一
つ
は
延
慶
殿
集
詩
で
あ
る
。

五
言
延
慶
殿
集
同
賦
花
間
鳥　

太
宗
文
皇
帝

五
言
。
延
慶
殿
に
集つ
ど

ひ
同
に
「
花
間
の
鳥
」
を
賦
す
。　

太
宗

文
皇
帝
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五
言
侍
宴
延
慶
殿
賦
得
花
間
鳥
一
首
応
詔　

中
書
侍
郎
臣
許
敬
宗

上
五
言
。
延
慶
殿
に
侍
宴
し
、
賦
し
て
「
花
間
の
鳥
」
を
得
た
り
。

一
首
。
詔
に
応
ふ
。　

中
書
侍
郎
臣
許
敬
宗
上
る

残
る
の
は
二
首
の
み
で
あ
る
。
先
の
詩
と
同
じ
く
延
慶
殿
で
行
わ
れ

た
詩
宴
で
の
太
宗
の
作
と
許
敬
宗
の
応
詔
詩
と
で
あ
る
。
題
は
こ
れ
も

三
字
題
で
あ
る
が
、
た
だ
先
の
詩
群
と
は
異
な
っ
て
同
題
で
詠
ん
で
い

る
。
他
の
作
は
知
り
え
な
い
が
、
先
の
詩
群
が
詠
作
さ
れ
た
の
と
同
様

の
宮
廷
詩
宴
を
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
翰
林
学
士
集
』
所
収
の
宮
廷
詩
に
三
字
題
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
唐
の
太
宗
と
そ
の
周
囲
に
あ
っ
た
文
臣

た
ち
の
三
字
題
の
詩
が
他
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
て
尋

ね
て
み
る
と
、『
初
学
記
』
所
引
の
詩
に
そ
れ
が
見
出
さ
れ
る
。

 

１
同
賦
含
峯
雲　

唐
太
宗
（
巻
一
、
雲
）

 

２
賦
得
花
庭
霧　

太
宗
皇
帝
（
巻
二
、
霧
）

 

３
賦
得
臨
池
柳　

唐
太
宗
文
皇
帝
（
巻
二
八
、
柳
）

 

４
賦
得
臨
池
竹　

唐
太
宗
文
皇
帝
（
巻
二
八
、
竹
）

 

５
賦
得
臨
池
竹　

虞ぐ

世せ
い

南な
ん

（
巻
二
八
、
竹
）

４
に
つ
い
て
は
注
が
必
要
で
あ
る
。『
初
学
記
』
で
は
「
賦
得
竹
」

で
あ
る
。
し
か
し
『
全
唐
詩
』
巻
一
で
は
同
じ
詩
で
題
が
「
臨
池
竹
」

で
あ
る
こ
と
、
５
の
虞
世
南
の
詩
が
「
臨
池
竹
」
で
あ
る
が
、『
全
唐

詩
』
で
は
後
に
「
応
制
」
の
二
字
が
あ
り
、
皇
帝
の
命
を
承
け
て
の
詠

作
で
あ
る
こ
と
、
太
宗
の
詩
の
結
句
に
「
池
に
臨
み
て
鳳
翔
を
待
つ
」

と
あ
る
こ
と
の
三
点
を
考
慮
し
て
「
臨
池
竹
」
と
し
た
。
な
お
、
虞
世

南
は
初
唐
の
代
表
的
詩
人
の
一
人
で
、
先
の
許
敬
宗
や
上
官
儀
と
同
じ

く
弘
文
館
学
士
と
な
り
、
秘
書
監
に
至
る
。
太
宗
の
深
い
信
頼
を
得
た
。

ま
た
３
・
４
の
太
宗
の
呼
称
が
「
太
宗
文
皇
帝
」
と
先
の
『
翰
林
学
士

集
』
に
お
け
る
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
詩
題
は
「
同
賦
―
―
」「
賦
得
―
―
」
と
い
う
形
で
、
先

述
の
延
慶
殿
侍
宴
詩
の
本
来
の
詩
題
の
書
式
と
見
比
べ
る
と
、
い
ず
れ

も
同
じ
よ
う
な
場
、
太
宗
と
文
臣
ら
が
会
し
た
詩
宴
で
の
詠
作
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う（
（1
（

。
そ
う
し
て
題
は
い
ず
れ
も
三
字
の
題
で
あ
り
、

「
峯
を
含
む
雲
」「
花
庭
の
霧
」「
池
に
臨
む
柳
」「
池
に
臨
む
竹
」
と
自

然
の
な
か
の
景
物
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
冷
然
院
詠
物
詩
の
三
字
題
は
初
唐
の
太

宗
を
中
心
と
す
る
宮
廷
詩
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
興
膳
著
に
「
澗
底
松
」
を
詠
ん
だ
嵯
峨
天
皇
の
詩
に
つ
い
て
、

「
左
思
や
白
居
易
の
詩
に
こ
め
ら
れ
た
社
会
的
な
風
刺
の
意
図
は
す
っ

か
り
影
を
払
っ
て
、
す
べ
て
が
冷
然
院
中
の
叙
景
に
終
始
し
て
い
る
」

と
い
う
記
述
が
あ
り（
（1
（

、
新
間
論
も
こ
れ
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
が
、
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こ
れ
で
い
い
の
で
あ
る
。
初
唐
の
詠
物
詩
を
規
範
と
す
る
か
ら
に
は
、

「
叙
景
に
終
始
」
す
る
こ
と
こ
そ
が
本
来
の
詠
作
意
図
だ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。

四

新
間
論
が
も
う
一
つ
の
三
字
題
の
例
と
し
て
挙
げ
た
「
河
陽
十
詠
」

に
つ
い
て
は
、「
十
詠
」
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
十
詠
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
中
国
詩
に
先
蹤
を
求
め
る（
（1
（

と
、
直
ち
に
李
白
（
七

〇
一
―
七
六
二
）
の
「
姑
孰
十
詠
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
八
一
）
が
見
出

さ
れ
る
。
五
言
律
詩
で
次
の
十
首
で
あ
る
。

姑
孰
渓
、
丹
陽
湖
、
謝
公
宅
、
陵り
ょ
う
き
ょ
う歊

台
、
桓
公
井
、
慈じ

姥ぼ

竹
、
望

夫
山
、
牛
渚
磯
、
霊
墟
山
、
天
門
山
。

「
姑
孰
」
は
安
徽
省
東
南
部
、
長
江
（
揚
子
江
）
沿
い
の
当
塗
の
古

名
で
あ
る
。
李
白
は
江
南
の
旅
の
折
、
し
ば
し
ば
立
ち
寄
っ
て
い
る
が
、

殊
に
最
晩
年
を
こ
こ
で
過
ご
し
死
を
迎
え
て
い
る
。「
謝
公
宅
」
の
謝

公
は
李
白
が
敬
愛
し
た
斉
の
詩
人
、
謝
朓
。「
陵
歊
台
」
は
黄
山
に
建

て
ら
れ
た
宋
の
武
帝
の
離
宮
。「
桓
公
井
」
は
東
晋
の
桓
温
の
遺
跡
。

「
慈
姥
竹
」
は
慈
母
山
に
生
え
る
竹
。
こ
れ
で
笛
を
作
れ
ば
妙
音
を
発

す
る
と
い
う
。「
牛
渚
磯
」
は
長
江
に
突
き
出
た
断
崖
。「
天
門
山
」
は

長
江
を
隔
て
て
博
望
山
と
梁
山
が
門
の
よ
う
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
呼
ぶ
と
い
う（
（1
（

。

姑
孰
と
近
辺
の
景
勝
お
よ
び
古
跡
十
箇
所
を
選
ん
で
詠
ん
だ
連
作
で

あ
る
。
小
題
は
見
る
よ
う
に
い
ず
れ
も
三
字
題
で
あ
る
。
一
首
挙
げ
て

み
よ
う
。

　

謝
公
の
宅

青
山
日
将
暝　

青
山
日
将ま
さ

に
暝く

れ
む
と
し

寂
寞
謝
公
宅　

寂
寞
た
り
謝
公
の
宅

竹
裏
無
人
声　

竹
裏
人
声
な
く

池
中
虚
月
白　

池
中
虚
月
白
し

荒
庭
衰
草
徧　

荒
庭
衰
草
徧
く

廃
井
蒼
苔
積　

廃
井
蒼
苔
積
も
る

惟
有
清
風
間　

た
だ
有
り
清
風
の
間し
ず

か
な
る

時
時
起
泉
石　

時
時
泉
石
に
起
こ
る

次
い
で
劉
禹
錫
（
七
七
二
―
八
四
二
）
の
「
海
陽
十
詠
」（『
全
唐

詩
』
巻
三
五
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
引
」（
序
）
が
付
さ
れ
て
い

る
。

元
次
山
始
作
海
陽
湖
。
後
之
人
或
立
亭
榭
、
率
無
指
名
。
及
余
而

大
備
。
毎
疏
鑿
搆
置
、
必
揣
称
以
標
之
。
人
咸
曰
有
旨
。
異
日
、

遷
客（
（1
（

裴
侍
御
為
十
詠
以
示
余
。
頗
明
麗
而
不
虚
美
。
因
捃
拾
裴
詩
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所
未
道
者
、
従
而
和
之
。

元
次
山
始
め
て
海
陽
湖
を
作
る
。
後
の
人
或
い
は
亭
榭
を
立
つ
る

も
、
率お
お
むね

名
を
指
す
こ
と
な
し
。
余
に
及
び
て
大
い
に
備
は
る
。

疏
鑿
搆
置
す
る
毎
に
、
必
ず
称
を
揣は
か

り
て
以
て
之
れ
を
標あ
ら
わす
。
人

咸み
な

曰
は
く
「
旨
有
り
」
と
。
異
日
、
遷
客
の
裴
侍
御
、
十
詠
を
為つ
く

り
て
以
て
余
に
示
す
。
頗す
こ
ぶる

明
麗
に
し
て
虚
美
な
ら
ず
。
因
り
て

裴
詩
の
未
だ
道い

は
ざ
る
所
の
者
を
捃ひ

拾ろ

ひ
て
、
従
ひ
て
之
れ
に
和

す
。

「
海
陽
」
は
連
州
（
広
東
省
）
に
あ
る
。
劉
禹
錫
は
八
〇
五
年
、
こ

の
地
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
こ
で
の
作
で
あ
る
。「
元
次
山
」
は
元
結
、

盛
唐
か
ら
中
唐
に
か
け
て
の
詩
人
で
あ
る
。
元
結
が
開
発
し
た
海
陽
湖

を
劉
禹
錫
は
大
幅
に
整
備
し
、
場
所
や
建
物
に
名
前
を
付
け
た
。
裴
侍

御
が
こ
れ
を
「
十
詠
」
に
賦
し
た
の
で
、
倣
っ
て
こ
の
「
海
陽
十
詠
」

を
作
っ
た
と
い
う
。
次
の
十
首
（
五
言
律
詩
）
で
あ
る
。

吏
隠
亭
、
切
雲
亭
、
雲
英
亭
、
玄
覧
亭
、
裴
渓
、
飛
練
瀑
、
蒙
池
、

棼ふ
ん
し糸
瀑
、
双
渓
、
月
窟
。

「
棼
糸
」
は
乱
れ
た
糸
。
滝
の
流
れ
を
そ
う
見
立
て
て
の
命
名
で
あ

る
。
湖
辺
の
谷
、
池
、
滝
な
ど
の
景
観
と
建
物
と
を
選
ん
で
題
と
し
て

い
る
。
二
字
も
あ
る
が
、
三
字
の
題
が
多
い
。

こ
の
十
詠
と
い
う
形
式
は
六
朝
詩
に
遡
る
。

梁
の
沈し
ん

約や
く

が
「
十
詠
」（『
玉
台
新
詠
』
巻
四
）
を
賦
し
て
い
る
。
残

る
の
は
二
首
の
み
で
「
領
辺
の
繡
」
と
「
脚
下
の
履
」、
三
字
題
で
あ

る
。
縫
い
取
り
し
た
襟
と
刺
繡
を
施
し
た
靴
と
。
女
性
が
身
に
着
け
る

物
を
賦
す
艶
冶
な
詩
で
あ
る
。
他
も
す
べ
て
同
じ
よ
う
な
内
容
の
三
字

題
の
作
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

同
じ
梁
の
王
台
卿
に
「
蕭
治
中
の
十
詠
に
同
ず
」
二
首
（『
玉
台
新

詠
』
巻
一
〇
）
が
あ
る
。「
同
」
は
和
す
の
意
。
題
は
「
蕩
婦
高
楼
の

月
」
と
「
南
浦
に
佳
人
に
別
る
」
で
三
字
題
で
は
な
い
が
、
蕭
治
中
な

る
人
物
（「
治
中
」
は
官
名
）
に
「
十
詠
」
と
題
し
た
連
作
が
先
に
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

作
品
が
残
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
が
、『
梁
書
』
巻
三
三
、
王お
う

筠い
ん

伝
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

約
於
郊
居
宅
造
閣
斎
。
筠
為
草
木
十
詠
、
書
之
於
壁
。
皆
直
写
文

詞
、
不
加
篇
題
。

約
、
郊
居
の
宅
に
閣
斎
を
造
る
。
筠
、
草
木
十
詠
を
為
り
、
之
れ

を
壁
に
書
く
。
皆
直
ち
に
文
詞
を
写
す
も
、
篇
題
を
加
へ
ず
。

「
約
」
は
沈
約
で
あ
る
。
王
筠
は
沈
約
が
邸
内
に
高
殿
を
造
っ
た
時

に
「
草
木
十
詠
」
を
賦
し
壁
に
書
き
付
け
た
。
人
々
は
こ
れ
を
写
し
取

っ
た
と
い
う
。
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た
ま
た
ま
の
こ
と
か
、
い
ず
れ
も
梁
代
で
あ
る
が
、
十
詠
と
い
う
形

の
連
作
詩
が
作
ら
れ
拡
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

唐
代
の
詩
に
戻
る
。
廻
り
道
の
感
も
あ
る
が
、
王
維
（
七
〇
一
―
七

六
一
）
の
「
輞も
う

川せ
ん

集
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
二
八
）
に
注
目
し
た
い
。
序

が
あ
る
の
で
こ
れ
を
読
む
。

余
別
業
在
輞
川
山
谷
。
其
遊
止
有
孟
城
坳
、
華
子
岡
、
文
杏
館
、

斤
竹
嶺
、
鹿
柴
、
木
蘭
柴
、
茱
萸
沜
、
宮
槐
陌
、
臨
湖
亭
、
南
垞
、

欹
湖
、
柳
浪
、
欒
家
瀬
、
金
屑
泉
、
白
石
灘
、
北
垞
、
竹
里
館
、

辛
夷
塢
、
漆
園
、
椒
園
等
。
与
裴
廸
間
暇
各
賦
絶
句
云
。

余
が
別
業
は
輞
川
の
山
谷
に
在
り
。
其
の
遊
止
す
る
と
こ
ろ
、
孟も
う

城じ
ょ
う

坳お
う

、
華
子
岡
、
文
杏
館
、
斤
竹
嶺
、
鹿
柴
、
木
蘭
柴
、
茱し
ゅ

萸ゆ

沜は
ん

、
宮き
ゅ
う

槐か
い

陌は
く

、
臨
湖
亭
、
南な
ん
だ垞

、
欹い

湖こ

、
柳
浪
、
欒ら
ん

家か

瀬ら
い

、
金

屑
泉
、
白
石
灘
、
北
垞
、
竹
里
館
、
辛し
ん

夷い

塢う

、
漆
園
、
椒
園
等
有

り
。
裴は
い

廸て
き

と
間
暇
に
各
お
の
絶
句
を
賦
す
と
云
ふ
。

「
輞
川
」
は
長
安
の
東
南
、
藍
田
県
（
陝
西
省
）
に
あ
り
、
王
維
は

こ
こ
に
別
荘
を
造
営
し
た
。
こ
の
集
は
そ
の
輞
川
荘
中
の
二
十
箇
所
で

詩
友
の
裴
廸
と
唱
和
し
た
五
言
絶
句
そ
れ
ぞ
れ
二
十
首
合
わ
せ
て
四
十

首
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
序
に
挙
げ
る
場
所
の
名
が
そ
の
ま
ま
詩

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
十
三
首
は
三
字
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
輞
川
集
」
は
王
維
の
代
表
作
と
も
称
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
な
か
で

も
有
名
な
作
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
教
科
書
に
も
載
る
。

　

竹
里
館

独
坐
幽
篁
裏　

独
り
坐
す
幽
篁
の
裏う
ち

弾
琴
復
長
嘯　

琴
を
弾
じ
ま
た
長
嘯
す

深
林
人
不
知　

深
林
人
知
ら
ず

明
月
来
相
照　

明
月
来
り
て
相
照
ら
す

「
輞
川
集
」
に
は
ど
こ
に
も
「
二
十
」
と
い
う
数
字
は
な
い
が
、
後

代
の
詩
人
は
そ
れ
を
読
み
取
っ
て
〈
輞
川
二
十
首
〉
と
解
し
た
よ
う
で

あ
る
。
銭
起
（
七
一
〇
―
七
八
二
？
）
に
「
藍
田
渓
雑
詠
二
十
二
首
」

（『
全
唐
詩
』
巻
二
三
九
）
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
を
証
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
前
述
の
よ
う
に
、「
藍
田
」
は
輞
川
の
あ
る
土
地
で
あ
る
。
銭
起

の
連
作
は
「
輞
川
集
」
の
二
十
首
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
の
二
十
二
首
で
あ
る
。

登
台
（
一
作
「
望
山
台
」）、
板
橋
、
石
井
、
古
藤
、
晩
帰
鷺
、
洞
山

謠
（
一
作
「
伺
山
径
」）、
薬
圃
、
石
上
苔
、
窓
裏
山
、
竹
間
路
、
竹

嶼
、
砌
下
泉
、
戯
鷗
、
遠
山
鐘
、
東
坡
（
一
作
「
憶
皇
子
陂
」）、
池

上
亭
、
銜
魚
翠
鳥
、
石
蓮
花
、
潺
湲
（
一
作
「
渓
」）
声
、
松
下
雪
、

田
鶴
、
題
南
陂
。

異
文
の
あ
る
題
も
あ
っ
て
ゆ
れ

0

0

が
あ
る
が
、
半
数
が
三
字
題
で
あ
る
。
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中
唐
詩
に
は
な
お
類
似
の
連
作
詩
が
あ
る
。

韓
愈
（
七
六
八
―
八
二
四
）
に
「
虢か
く
し
ゅ
う州
劉
給
事
使
君
伯
芻
の
三
堂

新
題
二
十
一
詠
に
和
し
奉
る
」（『
全
唐
詩
』
巻
三
四
三
）
が
あ
る
。
虢

州
の
長
官
劉り
ゅ
う

伯は
く

芻す
う

の
「
三
堂
に
新
た
に
題
す
二
十
一
詠
」（
散
佚
）
に

和
し
た
作
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
序
が
あ
る
。

虢
州
刺
史
、
宅
連
水
池
竹
林
、
往
往
為
亭
台
島
渚
、
目
其
処
為
三
堂
。

劉
兄
自
給
事
中
出
刺
此
州
。
在
任
逾
歳
。
職
修
人
治
、
州
中
称
無
事
。

頗
復
増
飾
、
従
子
弟
而
遊
其
間
。
又
作
二
十
一
詩
以
詠
其
事
。
流
行

京
師
、
文
士
爭
和
之
。
余
与
劉
善
、
故
亦
同
作
。

虢
州
刺
史
、
宅
は
水
池
竹
林
を
連
ね
、
往
往
に
亭
台
島
渚
を
為
り
、

其
の
処
を
目
し
て
三
堂
と
為
す
。
劉
兄
、
給
事
中
よ
り
出
で
て
此
の

州
に
刺
た
り
。
任
に
在
る
こ
と
歳
を
逾こ

ゆ
。
職
修
ま
り
人
治
ま
り
、

州
中
事
無
き
を
称
す
。
頗や
や

ま
た
増
飾
し
、
子
弟
を
従
へ
て
其
の
間
に

遊
ぶ
。
ま
た
二
十
一
詩
を
作
り
て
以
て
其
の
事
を
詠
ず
。
京
師
に
流

行
し
、
文
士
爭
ひ
て
之
れ
に
和
す
。
余
、
劉
と
善
し
、
故
に
ま
た
同

じ
て
作
る
。

「
虢
州
」
は
現
在
の
河
南
省
の
霊
宝
（
山
西
・
陜
西
省
と
接
す
る

地
）
で
あ
る
。
劉
伯
芻
は
そ
の
地
の
長
官
と
な
り
、
庭
園
を
造
っ
て
三

堂
と
名
付
け
た
。
治
政
に
勤
め
つ
つ
、
こ
の
地
を
周
遊
し
、
二
十
一
箇

所
の
景
物
を
詩
に
賦
し
た
。
こ
れ
が
都
で
評
判
と
な
り
、
文
人
た
ち
が

爭
っ
て
唱
和
し
、
親
し
か
っ
た
韓
愈
も
ま
た
和
し
た
と
い
う
。

二
十
一
の
景
物
が
小
題
と
な
っ
て
い
る
が
、「
新
亭
」「
流
水
」「
竹

洞
」「
月
台
」
な
ど
、
す
べ
て
一
般
名
詞
で
、
ま
た
二
字
で
あ
る
。

韋
処
厚
（
七
七
三
―
八
二
七
）
に
「
盛
山
十
二
詩
」（『
全
唐
詩
』
巻

四
七
九
）
が
あ
り
、
張
籍
（
七
六
六
？
―
八
三
〇
？
）
に
「
韋
開
州
の

盛
山
十
二
首
に
和
す
」（『
全
唐
詩
』
巻
三
八
六
）
が
あ
る
（
と
も
に
五

言
絶
句
）。
合
わ
せ
て
見
て
い
こ
う
。
張
籍
の
詩
の
題
に
い
う
「
韋
開

州
」
は
韋
処
厚
で
あ
る
。
彼
は
開
州
（
今
の
重
慶
市
開
県
。
巫
山
の
近

く
）
の
長
官
と
な
っ
た
の
で
、
こ
う
呼
ぶ
。「
盛
山
」
は
開
州
に
同
じ
。

唐
代
、
開
州
―
盛
山
郡
―
開
州
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
開
州
刺
史
と
な

っ
た
韋
処
厚
は
任
地
盛
山
の
十
二
の
景
物
を
連
作
詩
と
し
て
詠
じ
た
。

次
の
十
二
で
あ
る
。

隠
月
岫
、
流
杯
渠
、
竹
巌
、
繡
衣
石
榻
、
宿
雲
亭
、
梅
谿
、
桃
塢
、

胡
盧
沼
、
茶
嶺
、
盤
石
磴
、
琵
琶
台
、
上
士
缾
泉（
（1
（

こ
れ
が
そ
の
ま
ま
小
題
で
あ
る
が
、
半
数
が
三
字
題
で
あ
る
。
張
籍

は
こ
れ
に
和
し
た
。
そ
の
題
は
順
序
は
異
な
る
が
、
全
く
同
じ
で
あ
る
。

「
十
詠
」
あ
る
い
は
「
―
―
十
詠
」
と
題
す
る
詩
は
晩
唐
詩
に
も
あ

る
が
、
挙
例
は
以
上
に
止
め
る
。

中
唐
詩
ま
で
視
野
を
拡
げ
た
が
、
論
点
が
分
か
れ
た
の
で
、
こ
こ
で

整
理
し
て
お
こ
う
。
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あ
る
一
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
「
十
詠
」
あ
る
い
は
「
―
―
十
詠
」

と
題
す
る
連
作
詩
が
六
朝
梁
代
に
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
片
鱗
で

あ
る
が
、
三
字
題
が
あ
る
。

十
詠
詩
は
唐
代
に
も
引
き
続
い
て
制
作
さ
れ
る
が
、
十
首
に
止
ま
ら

ず
、
十
二
、
二
十
な
ど
、
ま
た
「
十
詠0

」
で
は
な
く
「
十
首0

」
な
ど
と

多
様
化
す
る
。

そ
の
な
か
で
、
あ
る
特
定
の
場
所
や
地
域
内
の
自
然
、
景
物
を
対
象

と
す
る
叙
景
・
詠
物
詩
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
つ
の
系
譜
と
な

る
。
こ
う
し
た
詩
に
三
字
題
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
か
。
最
初
に
挙
げ
た
李
白
の
「
姑
孰

十
詠
」
は
こ
の
一
つ
の
典
型
で
あ
る
。『
文
華
秀
麗
集
』
の
「
河
陽
十

詠
」
は
中
国
詩
の
こ
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五

嵯
峨
朝
に
お
け
る
白
居
易
の
新
楽
府
受
容
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
三

字
題
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
検
証
し
た
。

そ
の
例
と
し
て
『
文
華
秀
麗
集
』
所
収
の
冷
然
院
詠
物
詩
お
よ
び

「
河
陽
十
詠
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
『
翰
林
学
士
集
』
所

収
の
延
慶
殿
侍
宴
詩
に
典
型
を
見
る
、
初
唐
の
太
宗
を
中
心
と
す
る
宮

廷
詩
を
先
蹤
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
六
朝
以
来
の
伝
統
を
承
け

て
唐
詩
に
形
成
さ
れ
た
、
特
定
の
空
間
の
自
然
、
景
物
を
詠
む
連
作
詩

の
系
譜
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
三
字
題
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
。
し
た

が
っ
て
、
三
字
題
の
一
致
は
新
楽
府
受
容
の
論
拠
と
は
な
り
え
な
い
。

こ
れ
が
本
論
の
結
論
で
あ
る
。

な
お
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
付
言
し
て
お
く
。
前
稿
も
そ
う
で
あ
っ

た
が
、
本
論
は
嵯
峨
朝
に
お
け
る
新
楽
府
あ
る
い
は
中
唐
詩
の
受
容
、

そ
の
こ
と
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
興
膳
論
お
よ
び
新

間
論
が
提
起
し
た
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
の
私
見
で
あ
る
。

注（
1
）�　

日
本
漢
詩
人
選
集
『
古
代
漢
詩
選
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）、

「
空
海
と
平
安
朝
初
期
の
漢
詩
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
36
号
、
二
〇

〇
六
年
）、「
日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
空
海
」（
興
膳
宏
『
中
国
文
学

理
論
の
展
開
』
清
文
堂 

、
二
〇
〇
八
年
）。

（
2
）�　

日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
作
品
番
号
。

（
3
）�　

小
島
憲
之
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
頭
注
。

（
4
）�　
「
嵯
峨
朝
の
宮
廷
文
学
と
東
ア
ジ    

ア
」（
仁
平
道
明
編
『
王
朝

文
学
と
東
ア
ジ
ア
の
宮
廷
文
学
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
5
）�　

北
山
円
正
他
編
『
日
本
古
代
の
「
漢
」
と
「
和
」 

嵯
峨
朝
の
文
学

か
ら
考
え
る
』（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
188
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

所
収
。

（
6
）�　

注
１
『
古
代
漢
詩
選
』
一
〇
四
頁
。

（
7
）�　
前
掲
論
文
六
一
頁
。

（
8
）�　

興
膳
宏
「『
翰
林
学
士
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
注
１
『
中
国
文
学
理
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論
の
展
開
』。
初
出
、
一
九
九
四
年
）、
陳
尚
君
「
日
本
漢
籍
中
的
唐

代
文
学
文
献
」（
同
著
『
漢
唐
文
学
与
文
献
論
考
』
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
八
年
。
初
出
、
二
〇
〇
〇
年
）。
陳
氏
は
『
許
敬
集
』

の
残
巻
と
断
定
す
る
。

（
9
）�　

テ
キ
ス
ト
は
蔵
中
進
・
蔵
中
し
の
ぶ
・
福
田
俊
昭
著
『『
翰
林
学

士
集
』
注
釈
』（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
を

用
い
る
。

（
10
）�　

冷
然
院
詠
物
詩
に
は
「
応
製
」
と
あ
る
が
、「
応
詔
」
に
同
じ
。

「
製
」
は
本
来
「
制
」
で
天
皇
の
命
令
の
意
。
我
が
国
で
も
平
城
朝

ま
で
は
「
応
詔
」
と
表
記
し
て
い
た
が
、
嵯
峨
朝
か
ら
「
応
製

（
制
）」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
藤
昭
雄
「
文
徳
朝
以
前

と
以
後
」（『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）

参
照
。

（
11
）�　

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
も
『
翰
林
学
士
集
』
に
入
集
し
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
。

（
12
）�　

注
１
『
古
代
漢
詩
選
』
一
〇
五
頁
。

（
13
）�　

な
お
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
頭
注
に
「
十
詠
」
と
い
う
語
の
先

例
と
し
て
沈
約
の
「
十
詠
」、「
姑
熟

（
マ
マ
）十
詠
」、「
海
陽
十
詠
」
を
挙

げ
る
。

（
14
）�　

以
上
、
大
野
実
之
助
『
李
太
白
詩
歌
全
解
』（
早
稲
田
大
学
出
版

部
、
一
九
五
九
年
）
を
参
照
し
た
。

（
15
）�　
「
遷
客
」
は
全
唐
詩
本
は
「
遷
宮
」。
こ
れ
を
、
卞
孝
萱
校
訂
『
劉

禹
錫
集
』（
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）

に
よ
り
改
め
た
。

（
16
）�　

張
籍
の
和
詩
の
一
本
は
「
上
士
泉
」
と
す
る
。

（
ご
と
う
・
あ
き
お　

成
城
大
学
元
教
授
）


